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１０月になり、ようやく秋風が爽やかな季節にな

りましたが、皆様いかがお過ごしでしょうか。

さて、我が木之本建設管理部では職員からネーミ

「みんなで造るング案を募り、全職員の投票により

を木之本建設管理部のキャッチコピーとして決定しました。このキャッチコピーのもと職奥琵琶の未来へつなげる道と川」

員一同が一丸となり、みなさんと共に伊香郷の未来を築いていきたいと思いますので、ご協力をよろしくお願いします。

◇去る９月５日（日）に、滋賀県で大規模地震（震度５弱以上）が発生した場合に備えるために、県下一斉に

土木技術職員全員参加のもと道路や河川の公共土木施設の点検・パトロールの訓練を行いました。木之本建設

管理部でも当日、２１名の職員が訓練に参加しました。

国道３０３号は、大規模な地震が発生した場合に、避難・救助活動をはじめ物資の供給や諸施設の復旧等を

行うための「緊急輸送道路」に指定されています。
きんきゅうゆそうどうろ

現在、県では大規模地震発生時の応急対策活動を円滑に行うために、非常事態に対応した交通の確保を目的

に橋の耐震補強工事を行っています これまでに 西浅井町の新 栄 橋・稲田大橋 木之本町の木之本大橋。 、 、
しんさかえばし いなだおおはし きのもとおおはし

。 、 。の耐震補強工事を行いました 今後は 木之本町の杉野橋・蕨 橋の耐震補強工事を行う予定をしています
すぎのばし わらびばし

【橋梁耐震補強工事箇所および工事予定箇所】

[稲田大橋(対策工事済)：西浅井町]

[杉野橋(対策工事未)：木之本町]

大地震でも橋桁が落

ちないように橋桁と橋台を

ケーブルで連結しました。

（新栄橋：西浅井町）
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今回は、地元自治会等の協力を得て実施されている河川愛護活動をご紹介します。
かせんあいごかつどう

河川愛護活動とは、昭和４９年から毎年７月を「河川愛護月間」と定め、河川を美しく保ち、正しく安全に利

用する運動のことで全国的に展開されています。木之本建設管理部管内（伊香郡内）においても地元自治会の皆

さんに多数参加していただき、余呉川、高 時 川などの河川敷の草刈りやゴミ拾いなどを行って頂いており、川
よごがわ たかときがわ

が美しくなりました。ご協力頂きました皆さま、有り難うございました。

、 、なお昨年度は 伊香郡内の余呉川

高時川など３３の河川で、のべ４，

０３８人（７４団体）が参加してい

ただき、面積４５１，９７０㎡（田

圃４５町分）の区域の草刈りやゴミ

拾いが行われました。

(左表：H15年度実績)

こんなにきれいになりました参加団体による草刈り作業（余呉川：高月町磯野区）
いその

高月町馬上の奥の谷は谷の出口付近に道路や人家
ま け おくのたに

があり、土石流が発生すると人命や財産に多大な被害

が発生すると予想されます。そこで、平成15年４月

より砂防ダムを施工しています。ダムの完成に引き続

き、下流の水路の整備を進め、平成１７年３月末には

全ての工事が完了する予定です。

ダムの高さは7.5ｍでダムの長さは51.5ｍです。

このダムの特徴は、土石流に伴う流木を鋼製スリット

でせき止め、流木による被害を防止する仕組みになっ

ているということです。また、ダムの表面に間 伐 材
かんばつざい

を貼り付けることで景観にも配慮しています。

(工事担当：河川砂防課 砂防担当)

２

町　名 河川数 参加人数 参加団体数 面　積（㎡）

高 月 町 ３ ９７２ １６ １４６，３８０

木 之 本 町 　７ １，０２１ ２０ ４６，７５０

余 呉 町 １６ ９７８ １９ １０４，７４０

西 浅 井 町 　７ １，０６７ １９ １５４，１００

合 計 ３３ ４，０３８ ７４ ４５１，９７０
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現在滋賀県では、職員の意識改革を高めるた

め、全ての職場で「県 庁 改 革 実 践 運 動」
けんちょうかいかくじっせんうんどう

に取り組んでいます。

『住民本年度、我が木之本建設管理部では、

対応は 「さわやかに、公正公平に」をモット、

をテーマにこの取り組みを行ってーとする 』。

います。

具体的には、室内の整理整頓、案内の充実を

、 。行うと共に 相手の方にさわやかに感じて頂ける接客・電話応対などにも心がけてまいりたいと考えております

今後、来庁者の方に職員の対応などをお尋ねするアンケートを予定しておりますので、皆さまのご協力をお願

いします。

(上：庁舎周辺清掃(H16.7実施)

、建設管理部入口に

各課の案内板を設置しま

各課案内表示板（外国語併記） した。

１１月１８日は「土木の日」です。○
ど ぼ く の ひ

土木の日とは、毎年１１月18日に 「土木」のイメージアップと 「土木」に対して地域の皆様に理解、、 、

認識を深めていただくために、昭和６２年から１１月１８日を「土木の日」と定められています。この日に

は、全国各地で様々なPR活動などが行われています。

１１月18日が「土木の日」と呼ばれる理由は２つあります。

・１つ目は 「土木」という文字をバラバラにすると 「土＝十一 「木＝十八」となるためです。、 、 」、

・２つ目は、土木の日を提唱した「土木学会」の創立日が、明治１２年１１月１８日だからです。
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ここでは湖北地方の民家についてお話しします。

湖北地方の民家は「伊香造り」と呼ばれているのをご
いかづくり

存じでしょうか。あまり聞き慣れない言葉ですが、民

家研究の分野では「合 掌 造 り」や「町屋」等と並
がっしょうづくり まちや

ぶ代表的な形としてこう呼ばれてます。その特徴は、

「妻入り」と言われる平面形式と「前だれ」と呼ばれ
つまいり まえだれ

る棟飾りです。妻とは外観のうち屋根の三角形が見
むねかざり

える面のことで 「妻入り」とはこの面に入り口があ、

ることです。湖北地方の民家には「妻入り」形式がよ

く見受けられますが、草葺きの民家で「妻入り」形式
くさぶき

は全国的にみてもめずらしい形式です。

また「前だれ」と呼ばれる棟飾りは、妻面の頂上に

棟をおさえた丸竹を縛る縄を放射状に引き集め、そ

の縄を二つ割りした竹で扇の骨の形ようにカバー

した形です。特に入り口が妻面にある「妻入り」では

「前だれ」がよく目立ち、存在感をアピールしている

ようにも思えます。

近年は草葺きの材料となる萱や葦、それを葺く職
かや あし ふ

人が少なくなり、金属板で覆われた民家も多くみられ

ますが、それでも「前だれ」のデザインを残されてい

るところもあり、お施主さんの民家に対する愛情を感

じます。

また、これら「伊香造り」の形は地域や集落によっ

ても微妙に違いがあり、町を歩きながら違いを発見す

ることも楽しいものです。

（ 「 」）参考文献：吉田桂二 民家ウォッチング事典

木之本町大音<左絵と写真>
きのもとちょうおおと

・伊香具神社の立派な前だれ
いかぐじんじゃ

・神社仏閣も、地域の建物の

デザインを色濃く踏襲して

います。

あなたも「健康づくりサポーター」に！あなたも「健康づくりサポーター」に！
健康づくりサポーターとは

＊「健康に役立つと考える取組みをしている企業・商店・団体です

＊いきいき・元気な「こだわり宣言」とステッカーを掲げます。

[申し込み・問い合わせ先] 湖北地域健康いきいき推進会議事務局

TEL 0749-65-6663 FAX 0749-63-298９

下記ホームページでも紹介されています

http://www.pref.shiga.jp/e/n-hwc/network/

編 集 後 記
今年の夏は、連続真夏日の記録更新となった猛暑、台風、集中豪雨などの異常気象に加え、アテネオリンピックでの日本勢の

活躍、高校野球での北海道勢の初優勝など、話題に富んだ大変熱い夏でした。

このような暑かった夏も終わり、いよいよ秋本番です。夏の疲れを癒し、みなさまにとっても、輝き実り多い秋となるよう、

がんばりましょう。これからも、皆さまに興味をもって読んでもらえるＩＫＡＧＯ通信となるよう、私たちスタッフ一同、さら

木之本建設管理部パブリシティ委員会一同〉に努力していきたいと思いますので、応援のほどよろしくお願いします。 〈

〈木之本建設管理部 計画調整課〉［ご意見・お問い合わせ先］

電 話 TEL ： 0749-82-3881 電子メール E-mail ： ha3602@pref.shiga.jp

ファックス FAX ： 0749-82-2654 〒529-0426 滋賀県伊香郡木之本町黒田1234

４


